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§１．研究成果の概要 

 

本研究ではテラヘルツ・赤外線・可視光といった様々な波長帯を活用し，繰返し負荷時の接着接

合材料中のナノ構造と損傷の発生，および力学的挙動との関係を解明することを目的とする．

2021年度では，引張変形時にテラヘルツ計測を行い，変形に伴う樹脂材料の内部構造変化の検

出への適用性について検討を行った．基礎的検討として，ポリカ―ボネードに対して引張試験を

行いながら，テラヘルツ計測を行った 1）．その結果，塑性変形開始点，ネッキング開始時および再

硬化発生時に，テラヘルツ透過波の周波数波形の変化がそれぞれ現れた．これらのテラヘルツの

周波数波形の変化は，テラヘルツ内部構造の変化を反映したものであると考えられる．特に塑性

変形開始点においてテラヘルツ波形における変化を捉えられたことから，疲労試験時のき裂発生

における構造変化を検出できる可能性があることが分かった．また疲労損傷過程におけるエネル

ギー散逸を評価するために，可視赤外線同期測定装置を用いて，赤外線サーモグラフィによる温

度分布と可視計測を用いたデジタル画像相関法によるひずみ分布を取得するシステムを構築した
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